
（学年）第１学年，（教科・科目）芸術・美術Ⅰ                 一斉学習 

 

（単元）人権ポスターの図案を考えよう 

 

（本時のねらい） 

ポスターの役割を理解し、主題を生成できる。主題に沿った標語や図案の構想を練り、アイ

デアスケッチができる。 

 

（ＩＣＴ活用方法） 

  ポスター制作をする上で，注意する点について説明をするために，作品例を提示しながら発

問をする。従来は四つ切りサイズの作品を使い，提示していたが，パワーポイントにまとめる

ことで，注目しやすく，部分的に拡大をして見せることもできる。どんな作品が啓発になるの

か、具体例をまとめ、構想を練るときのヒントにしたい。 

   

（本時の展開） 

時間 学習活動 指導事項 ＩＣＴ活用法 備考 

導入 

10 分 

･本時の課題を確認

する。 

 

 

･作品例を見なが

ら、制作上の注意点

を理解する。 

 

 

 

 

・同じ主題でもプラ

ス思考の作品とマイ

ナス思考の作品で

は、見る人が持つイ

メージが変わること

を理解する。 

 

･レタリングの方法

や注意点を理解す

る。 

・題材名を確認し、夏休

みの宿題のアイデアを練

ることを知らせる。 

 

・作品例を見せながら、

著作権や肖像権を侵さな

いことを注意喚起する。 

 

 

 

 

・作品例を見せながら、

どんなイメージを持った

か、質問をする。ポスタ

ーの持つ役割について意

識させる。 

 

 

･レタリングの方法につい

て説明し、文字の持つ印

象の大切さを伝える。 

 

 

 

 

・規制のキャラクター

を使った作品例や背景

を着彩していない作

品、レタリングがきち

んとできていない作品

を提示する。 

 

・配色やテーマが暗い

印象の作品と、明るい

展望が見える作品をそ

れぞれ何点かずつ提示

する。 

 

 

・「思いを伝える」と

いう文字を 6 種類のフ

ォントで表示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・部分

的に拡

大をす

る。 

 



展開 

30 分 

･ワークシートを使

ってアイデアスケッ

チをする。 

･机間巡視をしながら、主

題の生成やアイデアのま

とめ方について助言をす

る。 

 

・標語から考えるか、図

案から考えるかは生徒に

任せる。 

 

・縦画面か横画面かを構

図によって、よく考える

ように注意を促す。 

  

ま と

め 

10 分 

･アイデアスケッチ

を見ながら、制作の

意図を聞く。（当た

った生徒は発表をす

る。） 

 

・本時のまとめを聞

く。 

･何人かのアイデアスケッ

チを撮影し、投影しなが

ら制作の意図を発表して

もらう。 

 

 

・進度を確認し、続きは

宿題になることを知らせ

る。提出日を再度、確認

する。 

・タブレットでアイデ

アスケッチを撮影し、

投影する。 

 

（授業の様子） 

     

 

（生徒の反応と課題，改善を要する点） 

  大きい画面に作品を投影したり、細部の表現を拡大したりすることで、生徒はよく注目でき 

ていた。制作の前の課題説明で、できるだけたくさんの作品を見せ、アイデアを練るときのヒ 

ントにしたいので、参考作品を記録として残し、分類しながらまとめておくことで、整理がで 

きると感じた。鑑賞の時間についても、教材を自作することで、生徒に意見を交換させる場を 

増やすことができると感じた。 


